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「転倒防止で長生きを！
予防救急のすすめ」

た
っ
た
一
度
の
転
倒
が

大
ケ
ガ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

尼崎市では、１２か所の地域包括支援センターを設置しています。
ご相談のある場合は、お住まいの地域を担当する地域包括支援センターをご利用ください。

お住まいの地域を担当する
地域包括支援センターなどのお問い合わせは

高齢者のみなさんやその家族、近隣に暮らす人の介護に関するお
悩みや問題に対応します。介護に関する相談や心配ごと、健康や福
祉、医療や生活に関することなど、いろいろご相談ください。

いろいろご相談ください
（総合相談・支援）

できる限り在宅で自立した生活が継続できるよう、介護予防の相談や介護予防ケアプラン
の作成を行います。６５歳以上の全ての方を対象とした健康づくり、介護予防を応援するた
めの相談を行っています。

在宅での自立した生活のために
（介護予防ケアマネジメント）

（権利擁護・虐待防止など） （包括的・継続的ケアマネジメント）
高齢者のみなさんが安心して暮らせるよう、成年後見制度の紹介
や、虐待防止などに対応します。

権利を守りたい

高齢者のみなさんを支える地域のケアマネジャーの指導や支援のほか、地域の多様な社会
資源を活用したケアマネジメント体制づくりに力をいれます。

さまざまな方面から支えたい

地域の身近な として、地域包括支援センターをご利用ください相談窓口相談窓口

65歳以上の人の令和元年度の介護保険料決定通知書を送付します。
　65歳以上の人(第１号被保険者)の保険料は、4月１日現在の被保険者本人と世帯員の市民税課税状況などによって
14段階に分かれています。介護保険料決定通知書を6月中旬に送付しますのでご確認ください。
　年金からの天引きで納めている人(特別徴収)は、4・6月は平成31年2月の納付額と同額の保険料が差し引かれ、
8・10・12・来年の2月は、残りの保険料を各月に振り分けて差し引かれます。納付書や口座振替を利用している人(普通
徴収)は、4・5月は保険料の納付がなく、6月～来年3月まで毎月納めていただきます。

65歳以上の人(第1号被保険者)の保険料

40歳から64歳の人(第2号被保険者)の介護保険料

● 合計所得金額とは、介護保険法施行令に規定する金額です　
● 合計所得金額は、市民税の非課税基準などに用いる金額です。
● 株式等の譲渡損失などの繰越控除を受けている場合は繰越控除前の金額となり、配当所得や株式譲渡所得は、税が源泉徴収され確定申告不要の場合がありますが、
    確定申告することにより合計所得金額に含まれます。
● 合計所得金額は、基礎・医療費・社会保険料・扶養・障害者などの各種の控除を行う前の金額です。(これら控除後の「課税所得金額」とは異なります。)
● 介護保険法施行令により、土地や建物の譲渡所得については特別控除後の金額となります。

● 介護保険事業担当課では第２号被保険者の保険料に関する情報を管理しておりません。くわしくはご加入の医療保険者にお問い合わせください。
● 国民健康保険に加入している人が６５歳になり、年度の途中で第１号被保険者に変わられても、国民健康保険ではその年度の介護保険料分については、あらかじめ６５歳
　 到達月の前月分までの月数で計算しておりますので、第１号被保険者の保険料と重複することはありません。

（※注）保険料の対象賦課年度は、令和元年度と令和２年度です。平成３１年４月１日に元号を改める政令が公布されたことに伴い、改元前と改元後の元号を
　　　併記しています。
(※) 公費による低所得者の保険料軽減強化の実施により、令和元年度については、次のとおり第１段階から第３段階が引き下げとなります。
       第１段階：基準額×０.３７５、保険料が２８,８５４円 ・ 第２段階：基準額×０.５６０、保険料が４３,０８９円・第３段階：基準額×０.７２５、保険料が５５,７８４円

世帯ごとに、世帯にいる40～64歳の加入者の所得
および人数に応じて決まります。

医療保険分と介護保険分をあわせて、国民健康保険の保険料として
世帯主が納めます。（保険料の半額は国庫が負担します。）国民健康保険

健康保険組合など各医療保険者ごとに設定する
介護保険料率と給与などに応じて決まります。

医療保険分と介護保険分をあわせて、給与および賞与から徴収（天引き）
されます。（保険料の半額は事業主が負担します。）職場の健康保険

決まり方 納め方

加入している医療保険によって決まり方、納め方が違います。

生活保護受給者、中国残留邦人等支援給付受給者、または世帯全員が市民税
非課税で老齢福祉年金の受給者の人

世帯全員が市民税非課税で、本人の課税年金収入と合計所得金額の合計が
80万円を超え120万円以下の人

世帯全員が市民税非課税で、本人の課税年金収入と合計所得金額の合計が
80万円以下の人

世帯全員が市民税非課税で、第1段階、第2段階以外の人

段階

第1
段階

第2
段階

世帯員に市民税が課税の人がいるが、本人は市民税非課税で課税年金収
入と合計所得金額の合計が80万円以下の人

第4
段階

世帯員に市民税が課税の人がいるが、本人は市民税非課税で課税年金収
入と合計所得金額の合計が80万円を超える人

第5
段階

第3
段階

本人が市民税課税で、本人の合計所得金額が120万円未満の人第6
段階

本人が市民税課税で、本人の合計所得金額が120万円以上200万円未満の人
第7
段階

本人が市民税課税で、本人の合計所得金額が200万円以上300万円未満の人第8
段階

本人が市民税課税で、本人の合計所得金額が300万円以上400万円未満の人第9
段階

本人が市民税課税で、本人の合計所得金額が400万円以上600万円未満の人第10
段階

本人が市民税課税で、本人の合計所得金額が600万円以上800万円未満の人第11
段階

本人が市民税課税で、本人の合計所得金額が800万円以上1,000万円未満の人第12
段階

本人が市民税課税で、本人の合計所得金額が1,000万円以上1,200万円未満の人第13
段階

本人が市民税課税で、本人の合計所得金額が1,200万円以上の人第14
段階

対 象 者
年額保険料（月額）保険料率

38,472円
（3,206円）

52,707円
（4,392円）
57,708円
（4,809円）
69,250円
（5,771円）
76,944円
（6,412円）
92,333円
（7,694円）
100,027円
（8,336円）
115,416円
（9,618円）
130,805円
（10,900円）
140,423円
（11,702円）
150,041円
（12,503円）
159,659円
（13,305円）
169,277円
（14,106円）
178,895円
（14,908円）
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①大きな段差には踏み台を！
②小さな段差にも十分注意を！
③自宅は常に整理整頓！

包括支援担当課へTEL:06-6489-6356 FAX:06-6489-6528

【配布対象者】
市内在住の高齢者を介護されて
いるご家族等

・高齢介護課（市役所北館3階）
・各支所・南北保健福祉センター
・各地域包括支援センター

【持参いただくもの】

【配布窓口】

配布について

介護マークを
ご活用ください

申請者（介護されているご家
族）の身分証明書

●

介護を要する方の、
介護保険被保険者証等

●
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散らかった部屋に注意
階段や段差に注意
濡れている場所に注意



　地域の会館などで高齢者をはじめとした地域の皆様が集まって、お茶
などを飲みながら談笑したり、簡単な健康体操
などを行う「高齢者ふれあいサロン」が実施され
ています。
　お近くのサロン活動に参加して、仲間づくりや
健康づくりをしてみませんか。（サロンの開催場
所などは、市ホームページに掲載しています。）

お問い合わせ 南部保健福祉センター南部地域保健課 栄養・歯科指導担当
電話:06-6415-6342　FAX:06-6430-6850

けん     こう

【対　象】

【内　容】

65歳以上の男女、1講座につき定員20名程度
※ただし、6月26日と7月4日は男性限定の講座となります。
講話（口腔ケア、低栄養予防）、お口の体操、簡単クッキング
全日程同一内容、時間はいずれも10：00～12：00

【対　　象】概ね65歳以上の市民を対象に5人以上で定期的に
活動している団体

【実施期間】令和元年6月3日～令和2年2月28日

【内　　容】ア 「栄養・食生活」 … 栄養士の話
イ 「お口の健康」 … 歯科衛生士の話

【申 込 み】講座希望日の1か月前までに
下記お問い合わせ先へお申し込み下さい。

実 施 場 所 実 施 日 申 込 み 受 付 期 間

6月18日（火）

６月26日（水）

7月 ４ 日（木）

７月31日（水）

8月23日（金）

6月５日（水） ～ 6月13日（木）

６月５日（水）～ 6月21日（金）

６月５日（水） ～ 7月１日（月）

６月５日（水） ～ 7月26日（金）

８月５日（月） ～ ８月20日（火）

今年度から＜男性限定＞の講座を開催します！

あまがさき介護保険だより

そこで、市で実施しているフレイル予防の取り組みをご紹介します。ぜひご参加ください。

健口教室

男性限定

男性限定

「高齢者ふれあいサロン」に参加してみませんか

100万歩へチャレンジ！！気分爽快！

　市内在住の65歳以上の方を対象に、ウオーキングを奨励する「いきいき
100万歩運動事業」を実施しています。
　参加者にはウオーキングの歩数を記録するための「いきいき100万歩運
動貯筋通帳」をお渡しします。１日１万歩を限度として、ご自身の体力や体調
にあわせて取り組み、その日の歩いた歩数を積み立ててください。
　100万歩以降、所定の歩数を達成された方には、記念グッズを進呈します。

東京大学 飯島勝矢教授 によるフレイル予防のお話やフレイル
チェックの体験を行います。ぜひご参加ください。

お問い合わせ 高齢介護課
　　電話:06-6489-6356  FAX:06-6489-6528

お問い合わせ　包括支援担当課（認知症・介護予防担当）
電話:06-6489-6356　FAX:06-6489-6528

　また、市ではサロンを運営する団体に対して、運営経費の一部を補助
する「高齢者ふれあいサロン運営費補助事業」を実施しています。

　「生活支援サポーター」は、尼崎市が実施する研修を受けることで、介護福祉士
などの介護の専門的資格をもっていなくても、日常生活に支援が必要な方に対し
て、掃除・洗濯などの軽易な生活援助サービス（標準型訪問サービス）を提供する
ことができます。

生活支援サポーターになりませんか。

・講習内容 ： 13時間 ・受 講 料 ： 無料

お問い合わせ　尼崎市社会福祉協議会（在宅福祉センター）
電話:06-6481-2277〒660-0828 尼崎市東大物町1丁目1-2

尼崎市受託事業尼崎市生活支援尼崎市生活支援
サポーター養成研修サポーター養成研修
と き ： 令和元年６月12日（水）～14日（金）
時間 ： 10：00～16：20（3日間）
会場 ： 立花庁舎（旧立花支所） 尼崎市栗山町2-24-3
申込締切日 ： 令和元年６月７日（金） 必着

第2回

と き ： 令和元年７月25日（木）・26日（金）
時間 ： 10：00～18：30（２日間）
会場 ： すこやかプラザ 尼崎市七松町1-3-1-502 フェスタ立花南館5館
申込締切日 ： 令和元年７月18日（木） 必着

第３回

と き ： 令和元年８月24日（土）・25日（日）
時間 ： ９：00～17：30（２日間）
会場 ： 社協会館　尼崎市東大物町1-1-2
申込締切日 ： 令和元年８月19日（月） 必着

第４回

（職務・制度の理解、尊厳の保持やコミュニケーションなど）

「フレイル予防講演会」のお知らせ

日　時 ： 令和元年7月26日（金）
          午後1時30分 ～ 午後4時30分
場　所 ： 中央北生涯学習プラザ
参加費 ： 無料 

出前
講座

定期
講座

ご依頼により、地域のみなさんが交流する場へ栄養士・歯科衛生士が出向きます。

※上記以外にも実施を予定しています。詳しくは「市報あまがさき」をご覧下さい。

【持 ち 物】エプロン、三角巾（大判のハンカチ）、手拭きタオル、筆記用具
【申 込 み】尼崎市コールセンター　電話:06-6375－5639

南部保健福祉センター

総合老人福祉センター

立 花 庁 舎

北部保健福祉センター

中央北生涯学習プラザ

（全18回）

地域の方が集まる身近な場
所で、ＤＶＤの映像にあわせ
て行う高齢者向けの筋力
アップの体操です。

｢元気な人は、もっと元気に！｣
｢ちょっと弱ってきたかも･･･という人には
再び元気に！｣｢支援が必要な人も自分でで
きることは少しでも自分でできるように！｣
いきいき百歳体操で介護予防に取り組ん
でみませんか？

いきいき百歳体操
いきいき
百歳体操って？

【実施条件】 ………………………………

お問い合わせ　包括支援担当課（認知症・介護予防担当）
電話:06-6489-6356　FAX:06-6489-6528

①週１回以上、５人以上集まり、３ヶ月以上継続されること。
②地域にお住まいの高齢者であれば、誰でも参加できること。
③場所、イス、テレビ、ＤＶＤデッキ、血圧計を準備していただくこと。
④運営は、参加される皆さんで行っていただくこと。

現在、市内で
138グループ以上が取り組んでいます。

｢認知症サポーター養成講座｣を受けてみませんか

「フレイル」予防のために・・・

｢認知症サポーター｣とは･･･
　認知症サポーター養成講座を受けた方が「認知症サポーター」です。何か特
別なことをする人ではありません。認知症について正しく理解し、認知症の方や
そのご家族を温かく見守る応援者（サポーター）です。その上で、自分のできる
範囲（家庭や職場、地域など）で活動できれば大丈夫です。

6月27日（木）
7月23日（火）
8月16日（金）
10月10日（木）
11月２日（土）
12月17日（火）

13：30 ～ 15:00
19：00 ～ 20:30
10:00 ～ 11:30
13：30 ～ 15:00
13：30 ～ 15:00
10:00 ～ 11:30

（受付期間 6月5日～6月25日）
（受付期間 7月5日～7月21日）
（受付期間 7月5日～8月13日）
（受付期間 9月5日～10月8日）
（受付期間 10月5日～10月31日）
（受付期間 11月5日～12月15日）

５名以上のグループから可能です。

お問い合わせ  包括支援担当課（認知症・介護予防担当）
電話:06-6489-6356　FAX:06-6489-6528

講座のお申込みは

個人で受講を
希望される方は

受付期間にコールセンター 電話:06-6375-5639

（講師を派遣いたします）

令和元年

までお電話
ください。

フレイルって何？
 年をとって心身の活力（筋力、認知機能、社会と
のつながりなど）が低下した状態をいい、多くの
方が健康な状態からこのフレイルの段階を経て、
要介護状態になると考えられています。

予防のためには・・・「しっかり噛んで、しっかり食べること」「運動をすること」
「社会参加をすること」に効果があるといわれています。

おいしく
食べよう

お口を健康に保ち、バランスの良い食事をとることは、とても大切です。
いつまでも自分の歯でおいしく食べて、毎日元気に過ごせるよう

「食事」や「お口」に関する体験学習を実施しています。ぜひご参加下さい。

～ 「食べて・しゃべって・笑って」お口の筋肉を使って、元気に過ごそう ～

尼崎市立すこやかプラザにおいて
サポーター養成講座を実施いたします。

申込書配布場所
・ 尼崎市社会福祉協議会（在宅福祉センター・北部在宅福祉センター）
・ 社協各支部（各支所内）、尼崎市役所介護保険事業担当課・高齢介護課
・ JR尼崎サービスセンター（アミング潮江プラストいきいき3階）
・ 阪神尼崎サービスセンター（開明庁舎）
・ 阪急塚口サービスセンター（さんさんタウン1番館4階）

・ 北部保健福祉センター（さんさんタウン1番館５階）
・ 南部保健福祉センター（出屋敷リベル5階）
・ 総合老人福祉センター・各老人福祉センター
・ 社協ホームページ
・ 市役所ホームページ

日  

時

認知症は、誰でも起こりうる脳の病気で、高齢者だけの病気
ではありません。認知症になっても周囲の理解と気遣いが
あれば住みなれた地域で暮らしていくこともできます。


